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「働き方改革に伴う法改正と運用の留意点」 

 

 

 

 

 

 
 
 

今回の第４回例会は、三島法律事務所の弁護士 真田 昌行 様をお招きして、「働き方改革関連

法案」ついて、解説していただきました。本法案は昨年の衆議院解散・総選挙により、国会審議さ
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れませんでした。また関連法の施行時期については、経団連や連合との調整に時間を要するとの見

方もあり、施行までの準備期間が短いとの懸念から、来年２０１９年４月施行予定を一部の法案に

ついては、１年先送りすることになったようです。 

年が明けて第１９６回通常国会で審議され、今年中に閣議決定されると考えられますが、今回は

現時点の法案内容がどのようなものであり、何が争点になっているのかについて、改めて解説をい

ただき、理解を深めました。 

 

講演では、｢働き方改革｣に伴う、法改正の２つの柱としての ① 同一労働同一賃金の実現など非正規

労働者の処遇改善 ② 長時間労働の是正について話されました。 

 

「①同一労働同一賃金の実現など非正規労働者の処遇改善」については、 

・現行法における「同一労働同一賃金実現」の趣旨の規定として、現行法である「労働契約法」・「パ 

ートタイム労働法」・「労働者派遣法」 の規定内容とそれぞれの法の比較、現行法の下における裁 

判例が紹介しました。 

・また、 「同一労働同一賃金ガイドライン案」ついても説明されました。 

 

「②長時間労働の是正」については、 

・労働時間管理上の「労働時間の適正把握のためのガイドライン」 を解説し、「裁判例による労働時 

間の認定基準」に照らした判例による取り扱いの違いについて説明されました。 

・労働時間認定方法、 黙示の残業命令の有無、 使用者が時間管理をしなかった場合の不利益、  

管理監督者、 時間外割増賃金、 実務的対応等についても解説されました。 

・また、過重労働防止問題については、その定義、 過労死等が発生した場合の影響、 過重労働防 

止をめぐる近時の立法、 過労死等による労災保険の認定基準、 専門業務型・企画業務型裁量労 

働制の対象社員、 高度プロフェッショナル制度（案）の対象社員、行政の動向についても解説いた 

だきました。 
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